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稚貝の漉水速度
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本種は人工採商して放流用種苗とするには 1仰程度まで飼育するのが望ましいと考えられている。

このサイズまでの大量飼育を行なおうとする場合、多量の餌料を準備しなければならないことが予

想され、効果的な給餌をしてゆかなければならないo前報で、は従来の聞けつ的給餌法は餌料を無駄に

しており稚貝の鴻水速度に応じた連続給餌を考えてゆく必要を述べた。この実験では稚貝の殻長別に

液水速度を調べたので報告する。

方 ;去

二枚貝の癒水速度の測定には直接法と間接法とがあるがこの実験では間接法によった。

餌料珪漢を混入した海水 5∞cc.の中に稚貝を収容して 1時間おきに餌料珪藻の濃度を測定した。瀦

水速度は餌料濃度の測定値から次の式によって計算したo(餌料珪藻はChaetoceros grac i 1 i s 

一争・t(Co:初期濃度 Ct': t時間後の濃度 Q:漏水速度Ct=Co'e V ¥ ~_'.'-.__-..:;. 
一 ¥ V :使用水量 t :時間

餌料濃度の測定はトーマの血球計算板を用いて 5回計数しその平均値を用いた。稚貝は人工採苗し

たものを用い、稚貝の殻長によって次の 3区および対象区について行なった。
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区 :殻長 3.2~ 4.3棚

区 : 11 5.4 ~ 7.4 mm 

E 区: 11 8.5 ~ 10.5 mm 

対象区 :稚貝を収容せず

実験水温は 22'Cで実験中は弱く通気し撹持した。

I 

E 

各区の餌料濃度の変化を図 1に示す。対象

区ではほとんど変化がみられないので実験中

の珪藻の増殖や沈下による影響は無視してよ

いものと思われる。 I~m区は最少自乗法に

より
4 • "" -2.16 X 10-3. t I区 C= 86 X 10 ・e
4."，，-4.16XlO-，j・ tE区 C= 86 X 10・e
4. "" -7.97 x 10-". t E区 C= 88X 10 

と計算され、これから稚貝 1個当りの漏水速

度を計算すると次のようになる。

I区 Q=2.1 X 10-2 (cc/min) 

五区 Q = 1.0 X 10一1 (cc/min) 

E区 Q= 2.0 X 10-1 (cc/mi n ) 

この結果から稚貝の殻長と漏水速度の関係

は図 2に示すようになり

Q=7.6X10-4・ L 2 • 53

(L :殻長，棚)

の関係式が得られた。すなわち稚貝の漏水速

度は殻長の 2.53乗または近似的には体重に比

例しているといえよう。

前報では飼育水の餌料が稚貝にとって最も

効果的な濃度で保つように稚貝の櫨水速度に

応じた連続給餌を考えてゆく必要があると述

べた。残念ながら現時点で稚只に最も効果的

な餌料濃度は明らかではない@これらについ

て詳しく調べる必要はあると考えられるが、

~、飼育水 1 c.c当り 5X 103細胞程度の濃度
が保たれればほぼ充分ではなかろうかと推定

される。この濃度を保つのに要する餌料量を

試算すると 5mm稚貝 1万個当りおよび 1侃稚

貝1万個当りそれぞれ 5x106細胞/c.c.の濃

度で培養した餌料で 7.t/dayおよび 36.t/dayと計算される。
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図2.稚貝の殺長とj慮水速度
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